
１　．　

現　
在　
の　
日　
本　
は　
病　
的　
な　
内　

弁　
慶　日　

本　
は　
な　
ぜ　
今　
不　
況　
で　
な　
け　
れ　
ば　

い　
け　
な　
い　
の　
だ　
ろ　
う　
か　
。　
日　
本　
を　
取　

り　
巻　
く　
ア　
ジ　
ア　
は　
、　
中　
国　
を　
筆　
頭　
に　

世　
界　
で　
最　
も　
急　
生　
長　
し　
て　
い　
る　
市　
場　

だ　
。　
そ　
の　
中　
で　
、　
飛　
び　
ぬ　
け　
て　
高　
度　

な　
技　
術　
力　
を　
有　
す　
る　
日　
本　
は　
、　
二　
度　

目　
の　
高　
度　
経　
済　
成　
長　
期　
を　
迎　
え　
て　
も　

い　
い　
は　
ず　
だ　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
現　
実　
は　
違　
う　
。　
日　
本　

の　
中　
小　
企　
業　
は　
、　
頑　
固　
な　
ま　
で　
に　
内　

弁　
慶　
で　
、　
海　
外　
に　
売　
り　
込　
み　
を　
し　
な　

い　
。　
外　
国　
か　
ら　
見　
れ　
ば　
、　
中　
国　
は　
名　

の　
無　
い　
中　
小　
企　
業　
も　
怒　
涛　
の　
如　
く　
売　

り　
込　
み　
に　
来　
る　
が　
、　
日　
本　
は　
大　
企　
業　

し　
か　
顔　
が　
見　
え　
な　
い　
。　
そ　
の　
大　
企　
業　

も　
、　
商　
社　
を　
通　
じ　
て　
慣　
れ　
親　
し　
ん　
だ　

と　
こ　
ろ　
し　
か　
売　
り　
込　
め　
な　
い　
。　

ト　
ヨ　
タ　
は　
ア　
メ　
リ　
カ　
に　
ば　
か　
り　
売　

り　
込　
ん　
で　
世　
界　
一　
に　
な　
っ　
た　
が　
、　
過　

度　
な　
プ　
レ　
ゼ　
ン　
ス　
で　
猛　
烈　
な　
バ　
ッ　
シ　

ン　
グ　
を　
う　
け　
て　
い　
る　
。　
ア　
メ　
リ　
カ　
よ　

り　
も　
大　
き　
く　
な　
っ　
た　
中　
国　
の　
自　
動　
車　

市　
場　
で　
は　
、　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
フ　
ォ　
ル　

ク　
ス　
ワ　
ー　
ゲ　
ン　
が　
ト　
ッ　
プ　
企　
業　
で　
ト　

ヨ　
タ　
は　
全　
く　
の　
後　
発　
組　
と　
い　
う　
の　
は　

実　
に　
奇　
妙　
だ　
。　

ア　
フ　
リ　
カ　
で　
も　
ト　
ッ　
プ　
の　
1  0  
カ　
国　

は　
成　
長　
著　
し　
い　
。　
日　
本　
に　
と　
っ　
て　
未　

開　
発　
の　
マ　
ー　
ケ　
ッ　
ト　
は　
、　
世　
界　
中　
に　

い　
く　
ら　
で　
も　
あ　
る　
。　
日　
本　
企　
業　
が　
内　

弁　
慶　
さ　
を　
克　
服　
で　
き　
れ　
ば　
不　
況　
な　
ど　

い　
っ　
ぺ　
ん　
で　
吹　
っ　
飛　
ぶ　
は　
ず　
だ　
。　
そ　

れ　
が　
で　
き　
な　
い　
の　
は　
今　
の　
日　
本　
人　
が　

閉　
鎖　
的　
で　
意　
識　
が　
常　
に　
内　
向　
き　
だ　
か　

ら　
だ　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
実　
は　
日　
本　
に　
は　
今　
と　

は　
全　
く　
違　
っ　
た　
外　
に　
大　
き　
く　
輝　
い　
た　

時　
代　
が　
あ　
っ　
た　
。　

２　．　

応　
仁　
の　
乱　
後　
の　
大　
発　
展　

応　
仁　
の　
乱　
（　
１　
４　
６　
７　
｜　
７　
７　
）　

が　
終　
わ　
っ　
て　
か　
ら　
か　
ら　
鎖　
国　
令　
（　
１　

６　
３　
３　
｜　
３　
９　
）　
ま　
で　
の　
約　
１　
６　
０　

年　
間　
、　
日　
本　
人　
は　
、　
今　
か　
ら　
考　
え　
ら　

れ　
な　
い　
ほ　
ど　
外　
に　
開　
い　
た　
海　
洋　
民　
族　

だ　
っ　
た　
。　

応　
仁　
の　
乱　
は　
そ　
れ　
ま　
で　
の　
支　
配　
体　

制　
を　
崩　
壊　
さ　
せ　
日　
本　
は　
戦　
国　
時　
代　
に　

入　
る　
が　
、　
同　
時　
に　
、　
日　
本　
人　
は　
農　
業　

中　
心　
の　
生　
活　
か　
ら　
本　
格　
的　
に　
商　
業　
経　

済　
と　
取　
り　
組　
む　
こ　
と　
と　
な　
り　
、　
町　
衆　

文　
化　
、　
都　
市　
文　
化　
が　
大　
い　
に　
発　
展　
す　

る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　
そ　
の　
勢　
い　
は　
国　

内　
に　
と　
ど　
ま　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
爆　
発　
す　

る　
よ　
う　
に　
ガ　
ン　
ガ　
ン　
と　
外　
に　
出　
て　
行　

っ　
た　
。　
今　
の　
日　
本　
人　
と　
は　
比　
べ　
ら　
れ　

な　
い　
ほ　
ど　
視　
野　
は　
外　
に　
向　
い　
て　
い　
た　

の　
だ　
。　

さ　
き　
が　
け　
は　
倭　
寇　
だ　
。　
1  3  
世　
紀　
か　

ら　
倭　
寇　
が　
東　
シ　
ナ　
海　
で　
暴　
れ　
ま　
わ　
っ　

て　
い　
た　
。　
倭　
寇　
が　
歴　
史　
に　
登　
場　
す　
る　

と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
同　
時　
に　
一　
般　
の　
商　

人　
も　
活　
躍　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　
を　
意　
味　
す　

る　
。　明　

は　
国　
是　
と　
し　
て　
朝　
貢　
貿　
易　
を　
除　

き　
外　
国　
貿　
易　
を　
禁　
止　
し　
て　
い　
た　
が　
、　

足　
利　
幕　
府　
は　
勘　
合　
貿　
易　
を　
通　
じ　
交　
易　

を　
し　
て　
い　
た　
。　
1  1  
年　
に　
わ　
た　
る　
応　
仁　

の　
乱　
後　
は　
、　
幕　
府　
の　
権　
力　
が　
地　
に　
落　

ち　
る　
中　
で　
戦　
国　
大　
名　
の　
細　
川　
氏　
と　
大　

内　
氏　
が　
勘　
合　
貿　
易　
の　
利　
を　
争　
い　
、　
細　

川　
氏　
が　
堺　
商　
人　
、　
大　
内　
氏　
が　
博　
多　
商　

人　
を　
使　
っ　
て　
競　
い　
合　
っ　
て　
い　
た　
。　
両　

者　
は　
、　
１　
５　
４　
３　
年　
寧　
波　
で　
激　
突　
す　

る　
よ　
う　
な　
事　
態　
も　
起　
き　
て　
い　
る　
。　

細　
川　
、　
大　
内　
が　
勘　
合　
貿　
易　
を　
競　
っ　

て　
い　
た　
こ　
ろ　
、　
西　
国　
大　
名　
は　
民　
間　
貿　

易　
を　
大　
き　
く　
成　
長　
さ　
せ　
て　
い　
た　
。　
松　

浦　
氏　
、　
大　
友　
氏　
、　
島　
津　
氏　
な　
ど　
の　
大　

名　
は　
こ　
と　
に　
熱　
心　
で　
あ　
っ　
た　
。　
同　
時　

に　
、　
堺　
と　
博　
多　
の　
商　
人　
も　
積　
極　
的　
に　

対　
外　
貿　
易　
に　
活　
躍　
し　
て　
い　
た　
。　

当　
時　
は　
、　
明　
と　
の　
間　
の　
貿　
易　
だ　
け　

で　
な　
く　
、　
南　
方　
（　
今　
の　
東　
南　
ア　
ジ　
ア　
）　

と　
の　
貿　
易　
も　
急　
拡　
大　
し　
て　
お　
り　
、　
ル　

ソ　
ン　
や　
カ　
ン　
ボ　
ジ　
ア　
へ　
の　
進　
出　
が　
特　

に　
め　
だ　
っ　
て　
い　
た　
。　

注　
目　
す　
べ　
き　
は　
、　
単　
に　
日　
本　
と　
外　

国　
と　
の　
取　
引　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
南　
方　
と　

中　
国　
間　
と　
い　
う　
中　
継　
貿　
易　
に　
日　
本　
人　

が　
大　
活　
躍　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
こ　
と　

だ　
。　
ま　
さ　
に　
、　
日　
本　
人　
は　
海　
洋　
民　
族　

だ　
っ　
た　
の　
だ　
。　

忘　
れ　
て　
な　
ら　
な　
い　
の　
は　
琉　
球　
だ　
。　

1  4  
世　
紀　
以　
降　
東　
ア　
ジ　
ア　
全　
域　
の　
中　
継　

貿　
易　
に　
積　
極　
的　
に　
か　
か　
わ　
っ　
て　
い　
た　
。　

当　
時　
の　
日　
本　
人　
は　
、　
東　
シ　
ナ　
海　
、　
南　

シ　
ナ　
海　
を　
ま　
た　
に　
か　
け　
て　
商　
売　
を　
し　

て　
い　
た　
の　
だ　
。　

中　
国　
人　
も　
1  6  
世　
紀　
に　
な　
る　
と　
明　
の　

国　
禁　
を　
破　
り　
、　
そ　
の　
多　
く　
が　
日　
本　
や　

朝　
鮮　
と　
の　
貿　
易　
に　
携　
わ　
っ　
て　
い　
た　
が　
、　

そ　
の　
一　
団　
に　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
と　
言　
っ　
て　

い　
い　
ほ　
ど　
日　
本　
人　
が　
か　
か　
わ　
っ　
て　
い　

た　
と　
い　
う　
。　
今　
に　
至　
る　
華　
僑　
は　
こ　
の　

こ　
ろ　
が　
起　
源　
だ　
が　
、　
そ　
の　
勢　
い　
は　
日　

第５回　日本が輝く海洋民族だった時代

どうすれば強い日本を作れるのか
弁護士　金子博人
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

本　
人　
の　
ほ　
う　
が　
は　
る　
か　
に　
強　
か　
っ　
た　

よ　
う　
だ　
。　
当　
時　
の　
日　
本　
人　
は　
海　
洋　
民　

族　
の　
素　
質　
を　
十　
分　
そ　
な　
え　
て　
い　
た　
の　

だ　
。　

３　．　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
と　
の　
出　
会　
い　

日　
本　
人　
が　
ア　
ジ　
ア　
で　
海　
洋　
民　
族　
の　

如　
く　
活　
躍　
し　
て　
い　
た　
こ　
ろ　
、　
ポ　
ル　
ト　

ガ　
ル　
の　
バ　
ス　
コ　
ダ　
ガ　
マ　
が　
１　
４　
９　
８　

年　
喜　
望　
峰　
を　
回　
る　
イ　
ン　
ド　
航　
路　
を　
発　

見　
し　
た　
。　
そ　
の　
後　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
は　
南　

イ　
ン　
ド　
の　
カ　
リ　
カ　
ッ　
ト　
や　
ゴ　
ア　
を　
拠　

点　
に　
イ　
ン　
ド　
洋　
の　
海　
上　
権　
を　
取　
得　
し　
、　

１　
５　
１　
６　
年　
に　
は　
早　
く　
も　
中　
国　
と　
の　

中　
継　
貿　
易　
に　
進　
出　
し　
て　
き　
た　
。　

１　
５　
４　
３　
年　
、　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
人　
が　

種　
子　
島　
に　
漂　
着　
し　
日　
本　
に　
鉄　
砲　
を　
伝　

え　
た　
が　
、　
こ　
れ　
が　
日　
本　
に　
と　
り　
ポ　
ル　

ト　
ガ　
ル　
と　
の　
最　
初　
の　
出　
会　
い　
で　
あ　
り　
、　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
と　
の　
本　
格　
的　
な　
出　
会　
い　

で　
あ　
っ　
た　
。　

そ　
の　
後　
の　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
は　
活　
発　
だ　

っ　
た　
。　
中　
国　
と　
日　
本　
、　
日　
本　
と　
南　
方　

間　
の　
中　
継　
貿　
易　
を　
行　
い　
、　
1  6  
世　
紀　
後　

半　
、　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
は　
自　
国　
と　
の　
貿　
易　

よ　
り　
中　
継　
貿　
易　
の　
ほ　
う　
が　
1  0  
倍　
も　
利　

益　
を　
上　
げ　
て　
い　
た　
と　
い　
う　
。　
東　
シ　
ナ　

海　
、　
南　
シ　
ナ　
海　
は　
地　
中　
海　
の　
如　
く　
活　

発　
な　
交　
易　
の　
場　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
の　
だ　
。　

交　
易　
品　
は　
、　
中　
国　
か　
ら　
は　
生　
糸　
、　
絹　

織　
物　
、　
日　
本　
か　
ら　
は　
銀　
が　
中　
心　
で　
あ　

っ　
た　
。　

当　
時　
の　
日　
本　
は　
世　
界　
最　
大　
の　
銀　
の　

産　
出　
国　
で　
あ　
り　
、　
最　
盛　
期　
は　
世　
界　
の　

銀　
の　
３　
分　
の　
１　
を　
産　
出　
し　
た　
と　
い　
う　
。　

当　
時　
の　
日　
本　
は　
交　
易　
の　
材　
料　
を　
豊　
か　

に　
持　
っ　
て　
い　
た　
。　
こ　
れ　
を　
も　
っ　
て　
日　

本　
人　
は　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
と　
堂　
々　
と　
渡　
り　

合　
っ　
て　
中　
継　
貿　
易　
に　
活　
躍　
し　
て　
い　
た　

の　
だ　
。　

ス　
ペ　
イ　
ン　
は　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
に　
遅　
れ　

て　
ア　
ジ　
ア　
に　
進　
出　
し　
、　
１　
５　
７　
４　
年　

に　
フ　
ィ　
リ　
ピ　
ン　
を　
植　
民　
地　
化　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
そ　
れ　
に　
先　
立　
ち　
１　
５　
７　
０　

年　
に　
ス　
ペ　
イ　
ン　
人　
が　
マ　
ニ　
ラ　
に　
入　
る　

と　
、　
そ　
こ　
に　
は　
す　
で　
に　
日　
本　
人　
町　
が　

あ　
り　
日　
本　
人　
が　
住　
ん　
で　
い　
た　
と　
い　
う　
。　

ル　
ソ　
ン　
島　
に　
は　
日　
本　
人　
の　
砦　
も　
あ　

り　
、　
両　
者　
に　
戦　
い　
も　
あ　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　

当　
時　
、　
マ　
ニ　
ラ　
に　
お　
け　
る　
砦　
の　
よ　
う　

な　
日　
本　
人　
の　
拠　
点　
は　
ア　
ジ　
ア　
の　
あ　
ち　

こ　
ち　
に　
あ　
り　
、　
ベ　
ト　
ナ　
ム　
の　
ホ　
イ　
ア　

イ　
や　
ダ　
ナ　
ン　
、　
タ　
イ　
の　
ア　
ユ　
タ　
ヤ　
な　

ど　
は　
、　
か　
な　
り　
の　
規　
模　
を　
誇　
っ　
て　
い　

た　
よ　
う　
だ　
。　

江　
戸　
幕　
府　
の　
開　
始　
（　
１　
６　
０　
３　
）　

後　
は　
、　
朱　
印　
船　
貿　
易　
に　
よ　
り　
日　
本　
人　

の　
交　
易　
は　
さ　
ら　
に　
大　
き　
く　
発　
展　
し　
て　

い　
っ　
た　
。　
天　
測　
艤　
も　
備　
え　
て　
い　
た　
と　

い　
わ　
れ　
る　
朱　
印　
船　
に　
よ　
る　
渡　
航　
者　
は　

七　
万　
人　
、　
う　
ち　
一　
万　
人　
が　
、　
南　
方　
の　

日　
本　
人　
町　
に　
居　
住　
し　
て　
い　
た　
。　
こ　
の　

朱　
印　
船　
貿　
易　
は　
正　
規　
の　
交　
易　
で　
あ　
る　

が　
、　
非　
公　
式　
な　
渡　
航　
は　
も　
っ　
と　
多　
か　

っ　
た　
は　
ず　
だ　
。　

当　
時　
の　
日　
本　
人　
の　
勢　
い　
を　
象　
徴　
的　

に　
語　
る　
の　
が　
山　
田　
長　
政　
だ　
。　
彼　
は　
、　

１　
６　
１　
２　
年　
に　
タ　
イ　
に　
わ　
た　
っ　
て　
そ　

こ　
で　
日　
本　
人　
町　
の　
指　
導　
者　
に　
な　
る　
が　
、　

当　
時　
の　
ア　
ユ　
タ　
ヤ　
王　
朝　
の　
国　
王　
の　
片　

腕　
と　
な　
っ　
て　
活　
躍　
し　
た　
こ　
と　
は　
有　
名　

だ　
。　

１　
５　
８　
２　
年　
、　
西　
国　
の　
諸　
大　
名　
に　

よ　
り　
天　
正　
遣　
欧　
使　
節　
が　
送　
り　
出　
さ　
れ　

た　
。　
1  3  
か　
ら　
1  4  
歳　
の　
少　
年　
が　
使　
節　
だ　

っ　
た　
。　
彼　
ら　
は　
、　
ロ　
ー　
マ　
法　
王　
に　
謁　

見　
し　
立　
派　
に　
そ　
の　
役　
目　
を　
果　
た　
し　
た　

が　
、　
当　
時　
の　
日　
本　
人　
は　
今　
の　
日　
本　
人　

と　
同　
じ　
日　
本　
人　
と　
は　
思　
え　
な　
い　
よ　
う　

な　
広　
い　
世　
界　
観　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
よ　
う　

だ　
。　
遠　
く　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
か　
な　
た　
に　

使　
節　
を　
送　
り　
出　
そ　
う　
と　
い　
う　
エ　
ネ　
ル　

ギ　
ー　
は　
す　
ご　
い　
し　
、　
少　
年　
が　
そ　
の　
役　

割　
を　
果　
た　
せ　
る　
と　
い　
う　
時　
代　
も　
す　
ご　

か　
っ　
た　
。　

西　
国　
大　
名　
だ　
け　
で　
な　
い　
。　
東　
北　
の　

伊　
達　
正　
宗　
は　
１　
６　
１　
３　
年　
に　
メ　
キ　
シ　

コ　
に　
支　
倉　
常　
長　
他　
１　
８　
０　
人　
の　
使　
節　

を　
派　
遣　
し　
、　
通　
商　
を　
企　
画　
し　
て　
い　
る　
。　

未　
知　
の　
世　
界　
に　
果　
敢　
に　
挑　
戦　
し　
よ　
う　

と　
す　
る　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　

が　
当　
時　
の　
日　
本　
に　
あ　
っ　
た　
の　
だ　
。　

秀　
吉　
の　
朝　
鮮　
出　
兵　
（　
１　
５　
９　
２　
｜　

１　
５　
９　
８　
）　
は　
暴　
挙　
の　
よ　
う　
に　
言　
わ　

れ　
る　
が　
、　
私　
は　
そ　
う　
は　
思　
わ　
な　
い　
。　

日　
本　
が　
外　
に　
発　
展　
し　
て　
い　
こ　
う　
と　
す　

る　
当　
時　
の　
歴　
史　
の　
流　
れ　
と　
し　
て　
は　
、　

あ　
っ　
て　
も　
お　
か　
し　
く　
は　
な　
い　
歴　
史　
現　

象　
だ　
。　
秀　
吉　
だ　
け　
の　
狂　
気　
だ　
っ　
た　
ら　
、　

諸　
大　
名　
を　
あ　
の　
よ　
う　
に　
動　
員　
で　
き　
な　

か　
っ　
た　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
秀　
吉　
は　
明　
ま　
で　

攻　
め　
入　
ろ　
う　
と　
す　
る　
野　
望　
も　
あ　
っ　
た　

と　
い　
う　
。　
日　
本　
が　
外　
に　
向　
か　
お　
う　
と　

し　
た　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
は　
巨　
大　
だ　
っ　
た　
の　

だ　
。　

４　．　

海　
洋　
民　
族　
の　
封　
印　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
日　
本　
人　
の　
海　
洋　
民　

族　
と　
い　
う　
特　
質　
は　
封　
印　
さ　
れ　
た　
。　
そ　

れ　
が　
幕　
藩　
体　
制　
で　
あ　
り　
、　
鎖　
国　
だ　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
こ　
の　
封　
印　
は　
明　
治　
維　
新　
に　

よ　
っ　
て　
一　
旦　
解　
き　
放　
た　
れ　
、　
西　
欧　
と　

の　
遅　
れ　
を　
取　
り　
戻　
そ　
う　
と　
す　
る　
「　
坂　

の　
上　
の　
雲　
」　
の　
世　
界　
が　
展　
開　
す　
る　
。　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
そ　
れ　
が　
、　
再　
度　
封　
印　

さ　
れ　
、　
敗　
戦　
を　
経　
て　
現　
代　
に　
至　
り　
、　

バ　
ブ　
ル　
後　
の　
停　
滞　
と　
衰　
退　
の　
時　
代　
を　

招　
来　
し　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
は　
な　
ぜ　
だ　
ろ　

う　
か　
。　
こ　
の　
点　
の　
説　
明　
は　
次　
回　
に　
し　

よ　
う　
。　

金　
子　
博　
人　

（　
か　
ね　
こ　
・　
ひ　
ろ　
ひ　
と　
）　

金　
子　
博　
人　
法　
律　
事　
務　
所　
。　
弁　
護　
士　
。　
早　
稲　
田　
大　
学　
法　

学　
部　
卒　
業　
、　
同　
大　
学　
院　
修　
士　
課　
程　
（　
商　
法　
）　
終　
了　
。　

１　
９　
７　
７　
年　
４　
月　
弁　
護　
士　
開　
業　
。　
国　
際　
旅　
行　
法　
学　
会　

（　
Ｉ　
Ｆ　
Ｔ　
Ｔ　
Ａ　
）　
会　
員　
。　
大　
東　
文　
化　
大　
学　
法　
科　
大　
学　

院　
、　
日　
本　
大　
学　
法　
科　
大　
学　
院　
講　
師　
。　
市　
場　
取　
引　
監　
視　

委　
員　
会　
委　
員　
（　
東　
京　
工　
業　
品　
取　
引　
所　
）　。　
日　
本　
プ　
ラ　

イ　
ム　
リ　
ア　
ル　
テ　
ィ　
投　
資　
法　
人　
執　
行　
役　
員　
。　

山
田
長
政
像
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